
令和元年月日 月曜日 (第号付録) 月目録官 報

〇
環

境

省

八

令
和
元
年
八
月
か
ら
九
月
の

前
線
に
伴
う
大
雨
に
よ
る
災

害
に
よ
り
特
に
必
要
と
な
っ

た
一
般
廃
棄
物
の
処
理
を
行

う
場
合
に
係
る
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則
第
十
二
条
の
七
の

十
六
第
一
項
に
規
定
す
る
環

境
省
令
で
定
め
る
一
般
廃
棄

物
の
特
例
に
関
す
る
省
令

一
特9

一

九

南
極
地
域
の
環
境
の
保
護
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

七
133

二

一
〇

廃
棄
物
海
洋
投
入
処
分
の
許

可
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令

三
〇
148
三
〇

一
一

自
然
公
園
法
施
行
規
則
等
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

三
一
149

九

規

則

〇
人

事

院

九

四
九

五
二

人
事
院
規
則
九

四
九
（
地

域
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す

る
人
事
院
規
則

一

六

〇
国
家
公
安
委
員
会

八

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の

制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化

等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
関
係
国
家
公
安
委

員
会
規
則
の
整
備
等
に
関
す

る
規
則

二
四
144

九

告

示

〇
内

閣

一
三

祝
賀
御
列
の
儀
に
つ
い
て

一
八
特13
一
〇

一
四

祝
賀
御
列
の
儀
の
細
目
に
関

す
る
件

三
〇

三

〇
内

閣

府

九
二

二
〇
〇

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た

件

一
128
三
〇

二
〇
一

三
五
八

地
域
再
生
計
画
の
変
更
を
認

定
し
た
件

一
128
四
二

三
五
九

三
七
一

ア
イ
ヌ
施
策
推
進
地
域
計
画

を
認
定
し
た
件

七

一

三
七
二

災
害
対
策
基
本
法
第
二
十
四

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
非
常
災
害
対
策
本
部
を

設
置
す
る
件

一
三
特10

一

三
七
三

三
七
七

国
家
戦
略
特
別
区
域
計
画
の

変
更
を
認
定
し
た
件

一
七

二

三
七
八

災
害
救
助
法
に
よ
る
救
助
の

程
度
、
方
法
及
び
期
間
並
び

に
実
費
弁
償
の
基
準
の
一
部

を
改
正
す
る
件

二
三

二

〇
内
閣
府
、
財
務
省

三

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
法

施
行
令
第
二
条
第
一
号
の
規

定
に
基
づ
き
主
務
大
臣
の
指

定
す
る
も
の
を
定
め
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件

一
128
六
二

〇
宮

内

庁

一
六

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
三
重
県

へ
行
幸
啓
に
な
る
件

二
九

二

一
七

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
奈
良
県

及
び
京
都
府
へ
行
幸
啓
に
な

る
件

二
九

二

〇
国
家
公
安
委
員
会

三
九

令
和
元
年
台
風
第
十
九
号
に

よ
る
災
害
に
関
し
、
特
定
非

常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利

益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の

特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
第

三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
同
条
第
一
項
の
特
定
権

利
利
益
に
係
る
満
了
日
を
延

長
す
る
措
置
に
つ
い
て
定
め

る
件

一
八
特13
一
〇

四
〇

国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会

決
議
第
千
二
百
六
十
七
号
等

を
踏
ま
え
我
が
国
が
実
施
す

る
国
際
テ
ロ
リ
ス
ト
の
財
産

の
凍
結
等
に
関
す
る
特
別
措

置
法
第
三
条
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
公
告
事
項
に
変

更
が
あ
っ
た
公
告
国
際
テ
ロ

リ
ス
ト
を
公
告
す
る
件

二
五
145

三

〇
金

融

庁

一
九

貸
金
業
法
施
行
令
第
一
条
の

二
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き

短
資
業
者
を
指
定
す
る
件

一
128
六
二

二
〇

金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
に

規
定
す
る
定
義
に
関
す
る
内

閣
府
令
第
十
条
第
一
項
た
だ

し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
適

格
機
関
投
資
家
に
該
当
す
る

者
を
指
定
す
る
件
の
一
部
を

改
正
す
る
件

一
128
六
二

二
一

保
険
業
法
第
二
百
七
十
二
条

の
二
十
六
第
一
項
第
三
号
の

規
定
に
よ
り
少
額
短
期
保
険

業
者
に
業
務
の
一
部
の
停
止

を
命
じ
た
件

一
一

一

二
二

銀
行
法
施
行
規
則
第
十
四
条

の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
銀
行
法
第
十
四
条
の
二
第

一
号
に
掲
げ
る
基
準
に
従
い

算
出
さ
れ
る
自
己
資
本
の
額

に
必
要
な
調
整
を
定
め
る
件

等
の
一
部
を
改
正
す
る
件

三
〇
148
三
三

二
三

銀
行
法
施
行
規
則
等
の
一
部

を
改
正
す
る
内
閣
府
令
附
則

第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
き
金
融
庁
長
官
が
定
め
る

も
の
は
、
銀
行
法
第
十
四
条

の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
銀

行
が
そ
の
保
有
す
る
資
産
等

に
照
ら
し
自
己
資
本
の
充
実

の
状
況
が
適
当
で
あ
る
か
ど

う
か
を
判
断
す
る
た
め
の
基

準
第
十
条
第
三
項
第
三
号
に

掲
げ
る
も
の
と
す
る
件
を
廃

止
す
る
件

三
〇
148
四
四

二
四

銀
行
法
施
行
規
則
等
の
一
部

を
改
正
す
る
内
閣
府
令
附
則

第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
き
金
融
庁
長
官
が
定
め
る

も
の
は
、
信
用
金
庫
法
第
八

十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準

用
す
る
銀
行
法
第
十
四
条
の

二
の
規
定
に
基
づ
き
、
信
用

金
庫
及
び
信
用
金
庫
連
合
会

が
そ
の
保
有
す
る
資
産
等
に

照
ら
し
自
己
資
本
の
充
実
の

状
況
が
適
当
で
あ
る
か
ど
う

か
を
判
断
す
る
た
め
の
基
準

第
二
十
七
条
第
三
項
第
三
号

に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
件
を

廃
止
す
る
件

三
〇
148
四
四

二
五

銀
行
法
施
行
規
則
等
の
一
部

を
改
正
す
る
内
閣
府
令
附
則

第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
き
金
融
庁
長
官
が
定
め
る

も
の
は
、
協
同
組
合
に
よ
る

金
融
事
業
に
関
す
る
法
律
第

六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用

す
る
銀
行
法
第
十
四
条
の
二

の
規
定
に
基
づ
き
、
信
用
協

同
組
合
及
び
信
用
協
同
組
合

連
合
会
が
そ
の
保
有
す
る
資

産
等
に
照
ら
し
自
己
資
本
の

充
実
の
状
況
が
適
当
で
あ
る

か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め

の
基
準
第
八
条
第
三
項
第
三

号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
件

を
廃
止
す
る
件

三
〇
148
四
四

二
六

金
融
商
品
取
引
業
等
に
関
す

る
内
閣
府
令
第
百
十
六
条
の

三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き

信
用
格
付
業
者
の
関
係
法
人

を
指
定
す
る
件
の
一
部
を
改

正
す
る
件

三
一
149
一
三

〇
金
融
庁
、
法
務
省
、

財
務
省

三

社
債
、
株
式
等
の
振
替
に
関

す
る
法
律
第
四
十
四
条
第
一

項
第
十
三
号
の
規
定
に
基
づ

き
口
座
管
理
機
関
を
指
定
す

る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
五
145

三


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